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理-16-公-山形-問-07 

□１  電流と磁界について調べるために，電池と，ア

クリル管に導線を巻いたコイル，抵抗の大きさが

ともに 18Ωの抵抗器Ａ，Ｂを用い，図１のような

装置を組み，次の実験を行った。あとの問いに答

えなさい。 

【実験】 スイッチ１を切った状態で，スイッチ２

を入れ，磁界の様子を調べ，電流計の示す値

を読みとった。 

図１ 

 

問１ 電流の向きを  ，磁界の向きを  で表すとき，コイルを流れる電流がつくる磁界の様子を表し

た模式図として適切なものを，次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

 ア イ ウ エ 

 

    

問２ 図２は，電流計の一部を表したものである。図２の電流計の針の振

れは，500mA の
ﾏｲﾅｽ

－端子につないだときの実験結果を示している。このと

き，抵抗器Ａに加わる電圧は何Ｖか。小数第２位を四捨五入して，小

数第１位まで求めなさい。 

図２ 

 

問３ 次に，スイッチ１，２の両方を入れると，コイルを流れる電流がつくる磁界は，スイッチ２だけを

入れたときの磁界よりも強くなる。その理由を，抵抗，電流の二つの語を用いて，書きなさい。 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
6-

公-

山
形-KY

-07 

□１  

問１   

 
問２   Ｖ  

問３   
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理-15-公-福島-問-08 

□２  次の実験について，問１～問５に答えなさい。ただし，実験で用いた電熱線の抵抗はすべて同じで，

実験中に電熱線の抵抗は変わらないものとする。 

実験１ 

図１のように，板に通した直線状の導線Ｘに，矢印の向きに電流を流した。このとき，板のＡ～

Ｄの点に置いた磁針の向きを調べた。 

実験２ 

図２のように，板に通したコイルＹに，矢印の向きに電流を流した。このとき，板のＳとＴの点

に置いた磁針の向きを調べた。 

実験３ 

図３のような回路をつくり，スイッチを入れたときのコイルＺの振れ方を調べた。 

図１ 図２ 図３ 

   

 

問１ 図４は，実験１で，Ａ～Ｄの点のいずれかに置いた磁針と，

図１の板を，Ａの点を手前にして真上から見たものを示して

いる。図４の磁針は，どの点に置いたものか。Ａ～Ｄの中か

ら１つ選びなさい。 

図４ 

 

問２ 次のア～エは，実験２で，図２の板を，Ｔの点に置いた磁針を手前にして真上から見たときの模式

図である。ＳとＴの点に置いた磁針の向きの組み合わせが正しいものはどれか。ア～エの中から１つ

選びなさい。 

 ア イ 

  

 ウ エ 
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問３ 図５は，実験３を行ったときの電流計のようすである。このとき，

電圧計の値は 6.0Ｖであった。電熱線の抵抗は何Ωか。求めなさい。 

図５ 

 

問４ 実験３を行ったとき，コイルＺに流れた電流の向き（ ）と，コイルＺが振れた向き（ ）の組み

合わせが正しいものはどれか。次のア～エの中から１つ選びなさい。 

ア  イ  ウ  エ  

問５ 次のア～エのように，電熱線の組み合わせをつくり，実験３の電熱線にかえて，実験３をそれぞれ

繰り返した。ア～エを，コイルＺの振れの大きさが小さい順に左から並べるとどのようになるか。書

きなさい。なお，ア～エのそれぞれについて，すべての電熱線に電流が流れるようにつなぎ，実験中

の電圧計の値はすべて 6.0Ｖであった。 

ア  イ  ウ  エ  

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
5-

公-

福
島-KY

-08 

□２  

問１   

 

問２  

 

 

問３   Ω  

問４   

問５ →     →     →  
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理-15-公-群馬-問-06 

□３  磁石とコイルを用いて，電流を発生させる実験を行った。後の問１～問３に答えなさい。ただし，す

べてのグラフの電圧と時間の１目盛りが示す値は，それぞれ同じである。また，空気抵抗，台車と板と

の摩擦は考えないものとする。 

［実験１］ 図Ⅰのように，コイルＡ，Ｂの中に板を通し，水平に置いた。その板の上に，磁石を固定し

た台車を置き，手でポンと押してコイルＡ，Ｂの中を通過させたところ，コイルＡ，Ｂに接続

した検流計の針は，それぞれ＋側に振れた後，－側に振れた。 

 次に，検流計からオシロスコープにつなぎ換えて同じ実験を行い，時間とコイルＡ，Ｂに生

じた電圧の関係をそれぞれオシロスコープの画面に表示させたところ，図Ⅱのようになった。 

図Ⅰ 図Ⅱ 

  

［実験２］ 図Ⅲのように，実験１でオシロスコー

プにつないだ装置を傾けて置いた。台車

を斜面上方から静かに離して，コイル

Ａ，Ｂの中を通過させた。 

 

図Ⅲ 

 

問１ 次の文は，実験１でコイルＡ，Ｂに起きた現象について述べたものである。文中の  ①  ， 

 ②  に当てはまる語を，それぞれ書きなさい。 

磁石がコイルに近づいたり離れたりするときに，コイル内部の磁界が変化し，コイルには電圧

が生じる。この現象を  ①  といい，このときにコイルに流れる電流を  ②  という。 

問２ 実験２において，時間とコイルに生じた電圧の関係をオシロスコープの画面に表示させると，コイ

ルＡでは図Ⅳのようになった。コイルＢのものとして適切なものを，次のア～エから選びなさい。ま

た，コイルＡと比べ，コイルＢの電圧の生じ方が変化した理由を，台車の運動と磁界に着目して，簡

潔に書きなさい。 

図Ⅳ ア イ ウ エ 
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問３ 実験１，２でコイルに起きた現象を利用して，図Ⅴのような発電機を作った。磁石を図の位置から

矢印の向きに一定の速さで１回転させると，検流計の針が振れた。このときの検流計の針の動きとし

て適切なものを，次のア～エから選びなさい。 

  検流計の針の動き 図Ⅴ 
 

 ア ０→＋→０→＋→０→－→０→－→０ 

 イ ０→＋→０→－→０→－→０→＋→０ 

 ウ ０→＋→０→－→０→＋→０→－→０ 

 エ ０→＋→０→＋→０→＋→０→＋→０ 

   

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
5-

公-

群
馬-KY

-06 

□３  

問１ ①  ②  

  問２ 

記号   

理由  

問３  

 

理-14-公-東京-問-06 

□４  電流と磁界との関係を調べる実験について，次の各問に答えよ。 

＜実験１＞を行ったところ，＜結果１＞のようになった。 

＜実験１＞ 図１ 

⑴ 棒を取り付けたプラスチック板に，切り込みを入

れ，この切り込みにコイルを通し，コイル，電流計，

電熱線，電源装置を図１のようにつないで回路をつ

くった。 

⑵ プラスチック板上の点Ａ，点Ｂそれぞれに，Ｎ極

が色で塗られた方位磁針を置いてからコイルに電流

を流し，方位磁針のＮ極が指す向きを確認した。 

 

＜結果１＞ 

電流を流すと，点Ａに置いた方位磁針のＮ極はコイルと反対の向きを指し，点Ｂに置いた方位磁針の

Ｎ極は点Ａに置いた方位磁針のＮ極と反対の向きを指した。 
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問１ ＜実験１＞の回路に電熱線を入れることで得られる効果

と，＜結果１＞から，図２に示したコイル上の点Ｃに方位

磁針を置いたときにＮ極が指す向きを組み合わせたものと

して適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

図２ 

 
 

 ＜実験１＞の回路に電熱線を入れることで得られる

効果 

点Ｃに方位磁針を置いたときにＮ極が指

す向き 

ア 流れる電流を小さくして，回路全体の発熱を抑える。 点Ａに置いた方位磁針のＮ極と同じ向き 

イ 流れる電流を小さくして，回路全体の発熱を抑える。 点Ｂに置いた方位磁針のＮ極と同じ向き 

ウ 流れる電流を大きくして，コイルの磁界を強める。 点Ａに置いた方位磁針のＮ極と同じ向き 

エ 流れる電流を大きくして，コイルの磁界を強める。 点Ｂに置いた方位磁針のＮ極と同じ向き 

＜実験２＞を行ったところ，＜結果２＞のようになった。 

＜実験２＞ 

⑴ ＜実験１＞で使用したコイルをプラスチック板から取り外して縦向きに置き，コイル，電熱線，ス

イッチ，検流計をつないで回路をつくった。図３のように，ばねに取り付けた棒磁石を，Ｎ極がコイ

ルの上端の中心に位置するようにスタンドに固定し，制止させた。 

⑵ スイッチを入れ，棒磁石を１cm 持ち上げ手を放したところ，棒磁石は上下方向に往復運動を行った。

このときの検流計の針の動きと，棒磁石の運動の様子を１分間観察した。 

⑶ スイッチを切り，＜実験２＞の(2)と同様に棒

磁石を１cm 持ち上げ手を放したところ，棒磁石

は上下方向に往復運動を行った。棒磁石の運動

の様子を１分間観察した。 

＜結果２＞ 

スイッチを入れたとき，棒磁石が上下方向に往

復運動している間，検流計の針は目盛りの０を中

心にして左右に振
ふ

れていた。 

また，スイッチを入れたときとスイッチを切っ

たときそれぞれの１分間の棒磁石の往復運動の様

子は，次の表のようになった。 

図３ 

 

  スイッチを入れたとき スイッチを切ったとき 

 １分間の棒磁石の往復運動の様子 
振幅はだんだん小さくなり静

止した。その後，静止し続けた。 

振幅はほとんど変化なく往

復運動を続けた。 
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問２ ＜結果２＞の検流計の針の振れ方から，棒磁石が往復運動している間に，コイルに流れる電流の特

徴と名称と，同じ棒磁石の往復運動で検流計の針の振幅を大きくするための工夫を組み合わせたもの

として適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

 コイルに流れる電流の特徴と名称 
同じ棒磁石の往復運動で検流計の針の振幅を大きくするた

めの工夫 

ア 電流の流れる向きが変化する交流 内径が２分の１で，同じ巻き数のコイルに替える。 

イ 電流の流れる向きが変化しない直流 内径が２分の１で，同じ巻き数のコイルに替える。 

ウ 電流の流れる向きが変化する交流 内径が２倍で，同じ巻き数のコイルに替える。 

エ 電流の流れる向きが変化しない直流 内径が２倍で，同じ巻き数のコイルに替える。 
 

問３ ＜実験２＞の(2)で，棒磁石の往復運動の振幅がだんだん小さくなってい

くときのエネルギーの変換の様子を，点線で囲まれた＜エネルギー＞の中

から適切なものを三つ用いて簡単に書け。ただし，空気との摩擦は考えな

いものとする。 

 また，このときのエネルギーの変換と同じエネルギーの変換が起きる現

象を述べたものとして適切なのは，次のうちではどれか。 

ア 光電池にモーターをつないで，光を当てると，モーターが回転する。 

イ 電池に電球とスイッチをつないで，スイッチを入れると，電球が光る。 

＜エネルギー＞ 

力学的エネルギー 

化学エネルギー 

電気エネルギー 

光エネルギー 

熱エネルギー 

ウ 台車に力を加えて，水平な面を走らせると，しばらく進んで台車が止まる。 

エ 手回し発電機に電熱線をつないで，ハンドルを回すと，電熱線が温かくなる。 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
4-

公-

東
京-KY

-06 

□４  

問１   

 

問２   

問３ 
様子   

記号   
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理-15-公-神奈川-問-05 

□５  電流が磁界から受ける力を調べるために，次のような実験を行った。これらの実験とその結果につい

て，あとの各問いに答えなさい。ただし，抵抗器を除くすべての部品の電気抵抗，金属レールとアルミ

ニウム製のパイプ（以下，パイプと呼ぶ）との間の摩擦は考えないものとし，電流が磁界から受ける力

は金属レールと平行な方向にかかるものとする。 

〔実験１〕図１のように，平らな木の板の上に２本の金属レールを平行に置き，その間にＵ字型磁石を置

いた。金属レールの上にパイプをのせ，金属レールと直流の電源装置，スイッチ，抵抗器を導線で

つないで回路とし，水平な台の上に置いた。スイッチを入れると回路に電流が流れ，パイプがＢ側

に動いた。 

図１ 

 

〔実験２〕図２のように，図１の金属レールをＢ側が

高くなるよう木片を用いて傾けた。スイッチを

入れて電源装置を調整し，電圧をある大きさに

したときにパイプが金属レール上で静止した。 

図２ 

 

問１ 〔実験１〕において，回路中の抵抗器と同じものを３つ用いて，次のあ～えのようにつなぎ，電源

装置の電圧を変えずにもとの抵抗器とそれぞれ置きかえたとき，パイプが磁界から受ける力が抵抗器

を置きかえる前より大きくなると考えられる抵抗器のつなぎ方はどれか。その組み合わせとして最も

適するものをあとの１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

あ い う え 

 

 

  

１ あ，う ２ あ，え ３ い，う ４ い，え 

問２ 〔実験２〕において，パイプが金属レール上で静止するときにパイ

プが磁界から受ける力の大きさを，文字を使った式で書きなさい。た

だし，パイプにはたらく重力の大きさはＷ〔Ｎ〕，図２の金属レール

の傾きと同じ角度をもつ直角三角形の三辺の長さの比は図３のａ，

ｂ，ｃとする。 

図３ 
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問３ 〔実験２〕において，金属レールの傾きを，図４

のように同じ角度でＡ側が高くなるように変えた。

この角度で傾いた金属レール上を，磁界から受ける

力によってパイプがＡ側に動くようにするには，〔実

験２〕の何をどのように変えればよいか。実験２の

という語句に続けて，全体で 35 字以内の一文で書き 

図４ 

 

なさい。なお，文末は句点（。）で終わり，全体の字数に入れること。 

ただし，Ｕ字型磁石やパイプ，抵抗器，金属レールは〔実験２〕と同じものを同じ数だけ用い，導

線のつなぎ方，電流の向きは〔実験２〕と変えないものとする。 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
5-

公-

神
奈
川-

KY-
05 

□５  

問１    

問２   Ｎ  

問３ 
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理-15-公-山梨-問-04 

□６  電流と磁界の関係について調べるために，次の実験を行った。 

問１～問５に答えなさい。 

〔実験１〕 図１のように，コイルの中心に方位磁針を置き，矢印 

 の向きに電流を流すと，方位磁針のＮ極は北を指し

た。 

〔実験２〕 ① 図２のように，コイルを装置に取り付けた。 

 ② コイルのＣからＤの向きに 0.2Ａの電流を流すと，

コイルが矢印  の向きに動いた。 

図１ 

 

 ③ 次に，ばねの台を動かし，コイルのまわりにはたらくＵ形磁石の磁界の強さが，電流を

流す前と同じになるように，コイルを①と同じ位置にもどした。このとき，ばねののびを

測定すると 1.0 ㎝であった。 

 ④ 次に，電流の大きさを 0.4Ａ，0.6Ａ，0.8Ａ，1.0Ａ，1.2Ａに変えて，同様に，ばねの

のびを測定した。③の結果をふくめ，コイルに流した電流の大きさとばねののびとの関係

をグラフに表すと，図３のようになった。図４のグラフは，実験で使ったばねに加えた力

とばねののびとの関係を表している。 

図２ 図３ 図４ 
   

問１ 図１で，Ｐ点，Ｑ点に方位磁針を置くと，それぞれのＮ極はどの向きを指すか。次のア～エから最

も適当なものをそれぞれ一つずつ選び，その記号を書きなさい。ただし，同じ記号を使ってもよい。 

ア 東 イ 西 ウ 南 エ 北 

問２ 図１で，コイルのまわりに方位磁針を置いてから電流を流し，方位磁針のＮ極の指す向きに矢印を

かいて結ぶと，磁界の様子を表した線ができる。この線を何というか，その名称を書きなさい。 

問３ 図２で，Ｎ極とＳ極の間にコイルの辺ＡＢがあるように，Ｕ形磁石の位置を変えて，電流を流すと，

コイルが矢印  と同じ向きに動いた。このときのコイルの辺ＡＢに流れる電流の向きとＵ形磁石の

極の位置の組み合わせとして，正しいものを，次のア～エからすべて選び，その記号を書きなさい。 

ア イ ウ エ 
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問４ 〔実験２〕で，電流の大きさを 0.5Ａにして，ばねののびを測定した。このとき，コイルに流れる

電流が磁界から受ける力の大きさは何Ｎになるか，求めなさい。ただし，コイルに流れる電流が磁界

から受ける力の大きさは，ばねに加えられた力の大きさと等しいものとする。 

問５ 図５は，電流が磁界から受ける力を利用しているモーターのしく

みを，模式的に表したものである。コイルが一定方向に回転を続け

るために，整流子はどのようなはたらきをしているか。「電流」とい

う語句を使い，コイルの回転にふれて簡単に書きなさい。 

図５ 

 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
5-

公-

山
梨-KY

-04 

□６  

問１ Ｐ  Ｑ   
 

問２   

問３   

問４   Ｎ  

問５   

 

理-16-公-愛知（Ａ）-問-04 

□７  電流と磁界について調べるため，次の〔実験１〕から〔実験４〕までを行った。 

〔実験１〕 ① エナメル線を巻いてコイルをつくり，図

１のように，スタンドに固定した棒に糸で

つり下げ，Ｕ字形磁石を，Ｎ極を上，Ｓ極

を下にして，両極の間をコイルの一部が通

るように置いた。 

 ② 次に，コイルの両端の端子ｘ，ｙの間に

電源装置，電熱線，電流計を導線を用いて

接続した。ただし，端子ｘは電源装置の
ﾏｲﾅｽ

－端

子に，端子ｙは電流計の５Ａの－端子に接

続した。 

図１ 

 

 ③ 電源装置の電圧を０Ｖから少しずつ大きくした。 

〔実験１〕の③では，図１の矢印Ｐの向きに電流が流れ，矢印Ｑの向きにコイルが動いた。 
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〔実験２〕 ① 〔実験１〕の後に，Ｕ字形磁石にかえて

円盤状の磁石を，図２のように，Ｎ極が上

になるようにコイルの真下に置いた。 

 ② 電源装置の電圧を０Ｖから少しずつ大

きくして，コイルの動きを調べた。 

 

図２ 

 

〔実験３〕 ① 〔実験２〕の後に，図３のように，コ

イルをスタンドで固定し，端子ｘ，ｙを

検流計につないだ。 

 ② 棒磁石のＮ極をコイルに向け，図３の

矢印の向きにコイルの直前まで近づけた

ときの，検流計の針の動きを調べた。 

〔実験３〕の結果，検流計の針は－側に振れた。 

図３ 

 

〔実験４〕 ① 〔実験３〕の後に，図４のように，端

子ｘ，ｙの間に電源装置と電熱線を導線

を用いて接続した。さらに，コイルの中

を通るように水平に台を置き，コイルの

中心に方位磁針Ａを，コイルの真下に方

位磁針Ｂを置いた。 

 ② 電源装置を調節して電流を流し，方位

磁針Ａ，Ｂが指す向きを調べた。 

 

図４ 

 

次の問１から問４に答えなさい。 
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問１ 右の写真は，〔実験１〕の③で，ある瞬間における

電流計の示す値を写したものである。このとき，コ

イルには何Ａの電流が流れているか，求めなさい。 

 

 

問２ 〔実験２〕の②では，コイルに流れる電流が磁界から受ける力はどのようになるか。また，コイル

はどの向きに動くか。最も適当なものを，次のアからエまでの中から選んで，そのかな符号を書きな

さい。 

ア コイルに流れる電流が大きくなるにつれて，電流が磁界から受ける力の大きさも大きくなる。また，

コイルはＲの向きに動く。 

イ コイルに流れる電流が大きくなるにつれて，電流が磁界から受ける力の大きさも大きくなる。また，

コイルはＴの向きに動く。 

ウ コイルに流れる電流が大きくなっても，電流が磁界から受ける力の大きさは変わらない。また，コ

イルはＲの向きに動く。 

エ コイルに流れる電流が大きくなっても，電流が磁界から受ける力の大きさは変わらない。また，コ

イルはＴの向きに動く。 

問３ 〔実験３〕の②に続けて，近づけたときよりも速い動きで棒磁石をコイルから遠ざけた。このとき，

〔実験３〕の②と比べて，検流計の針はどのように振れるか。最も適当なものを，次のアからエまで

の中から選んで，そのかな符号を書きなさい。 

ア 〔実験３〕の②より大きく，＋側に振れる。 

イ 〔実験３〕の②より大きく，－側に振れる。 

ウ 〔実験３〕の②と同じ程度，＋側に振れる。 

エ 〔実験３〕の②と同じ程度，－側に振れる。 
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問４ 〔実験４〕の②では，方位磁針Ａと方位磁針Ｂが指す向きはどうなるか。方位磁針を真上から見た

図として最も適当なものを，次のアからカまでの中から選んで，そのかな符号を書きなさい。 

 ただし，電流を流していないとき，方位磁針のＮ極（黒く塗った側）は北を向いていた。また，イ

からカまでの東西南北は省略してある。 

ア  イ  ウ  

エ  オ  カ  

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
6-

公-

愛
知
（
Ａ
）

-
KY-

04 

□７  

問１   Ａ  

 
問２   

問３   

問４   

 

理-15-公-滋賀-問-04 

□８  太郎さんと花子さんは，電流が磁界から受ける力に興味をもち，実験を行いました。後の問１から問

５に答えなさい。ただし，摩擦や実験に用いた糸の質量は考えないものとし，質量 100ｇの物体にはた

らく重力の大きさを１Ｎとします。 

 実験１  

〈方法〉 

図１のような装置を組み立て，コイルに電流を流し，コイ

ルがどのように動くかを調べる。 

〈結果〉 

コイルに電流を流すと，コイルが矢印の向きに動いた。 

図１ 

 

問１ 実験１の回路で，抵抗を使う理由を書きなさい。 

問２ 実験１で，コイルが動く向きを逆にするためには，どのようにするとよいですか。１つ書きなさい。 
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 実験２  

〈方法〉 

① 図２のように，長さ 40cm のアルミパイプを板に２本固定し，レールにする。そのレールの上に短

いアルミパイプを置く。 

② 図３のように，このレールを電源装置につないで回路をつくり，Ｓ極とＮ極の間に短いアルミパイ

プがくるように，Ｎ極を上にしてＵ字形磁石を板の切れ込みに置く。 

③ 図４のように，質量 20.0ｇのおもりに電気を通さない軽い糸をつけて滑車にかけ，短いアルミパ

イプにつなげる。 

④ 抵抗の両端に加える電圧を変えながら，電流を流したときの電子てんびんの値を調べる。 

図２ 図３ 図４ 

   

〈結果〉 表 

回路に電流を流すと，電子てんびん

の値が変化した。実験の結果を表にま

とめた。 

電圧〔Ｖ〕 0 4.0 8.0 12.0  

電流〔Ａ〕 0 1.0 2.0 3.0 
 

電子てんびんの値〔ｇ〕 20.0 19.6 19.2 18.8 
 

 

問３ 実験２で使用した抵抗の大きさは何Ωですか。 

問４ 実験２で電流を流したとき，電子てんびんの値を調べることは，おもりにはたらくどの力の大きさ

を測っていることになりますか。下のアからウまでの中から１つ選びなさい。 

ア おもりにはたらく重力の大きさ 

イ おもりにはたらく垂直抗力の大きさ 

ウ 糸がおもりを引く力の大きさ 

 考 察  

太郎さん：実験２の結果から，電子てんびんの値と電流の大きさにつ

いて図５のグラフにまとめたよ。 

回路に流れる電流を大きくすると，電子てんびんの値が小

さくなっているね。 

花子さん：このことから，短いアルミパイプに流れる電流の大きさと

電流が磁界から受ける力の大きさの関係がわかるね。 

図５ 
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問５ 実験２の結果から，短いアルミパイプに流れる電流（Ａ）と電流が磁界から受ける力（Ｎ）の関係

のグラフをかきなさい。また，考察の下線部はどのような関係であるとわかりますか。書きなさい。 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
5-

公-

滋
賀-KY

-04 

□８  

問１   

 

問２   

問３   Ω  

問４   

問５ 
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問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
6-

公-

山
形-K-

07 

□１  

問１ エ  

 
問２  7.9 Ｖ  

問３ 
(例) 回路全体の抵抗が小さくなり，コイルに流れ

る電流が大きくなるから。 
 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
5-

公-

福
島-K-

08 

□２  

問１ Ｃ  

 

問２ エ 

 

 

問３  5.0 Ω  

問４ ウ  

問５ エ → ア → ウ → イ  

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
5-

公-

群
馬-K-

06 

□３  

問１ ① 電磁誘導 ② 誘導電流 

10  問２ 

記号  エ 

理由 

(例) 台車の速さが増し，コイル内部の磁界

の変化が大きくなったから（コイル内部

の磁界が速く変化したから）。 

問３ イ 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
4-

公-

東
京-K-

06 

□４  

問１ イ ５ 

 

問２ ア ５ 

問３ 
様子 

棒磁石のもつ力学的エネルギーが電気エ

ネルギーに変換され，さらに熱エネルギーに

変換される。 

３ 

記号  エ ２ 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
5-

公-

神
奈
川-

K-0
5 

□５  

問１ ２ ３  

問２  
 ｂ 

ｃ
Ｗ Ｎ ４ 

問３ 

実 験 ２ の Ｕ 字 型 磁 石 の 

６ 
極 の 位 置 を 逆 に し ， 電 

圧 の 大 き さ を 大 き く す 

る 。         
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採点上の注意 

○ 疑問点は複数の採点者によって判断し，校内で統一すること。 

○ 誤字・脱字(句読点に係る誤りを含む)の判断は，校内で統一すること。 

○ 数値の解答については，小数点以下に 0をつけたものも可とする。 

 例) 正答が５の場合，5.0，5.00 等も可。正答が 0.05 の場合，0.050 等も可。 

 問２ 正答例以外であっても，与えられた文字Ｗ，ｂ，ｃを用い，問題に即した式であれば正答とする。 

 問３ (1) 正答例以外であっても，与えられた条件をすべて満たし，次の⒜，⒝の趣旨がともに書いてある文であれば正答とする。 

 (a) 磁界の向きが逆になるようにする。 

 (b) 流れる電流の大きさが大きくなるようにする。 

  (2) (1)の(a)，(b)いずれかの内容が不十分な場合は，それぞれ３点減点とする。 

  (3) 誤ったことを書き加えている場合は，(1)の(a)，(b)いずれかの内容が不十分なものとして扱い，３点減点とする。 

  (4) 誤字・脱字(句読点に係る誤りを含む)については，その数にかかわらず１点減点とする。 

  ※  したがって，中間点は５点，３点，２点となる。 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
5-

公-

山
梨-K-

04 

□６  

問１ Ｐ ウ Ｑ ウ ２ 
問１ 両方できて正解。 
問３ 完全解答で正解。 
問５ 指示された語句を使い，
このような内容が書かれて
いればよい。 

 

問２ 磁力線 ２ 

問３ ア，エ ２ 

問４  0.0125 Ｎ ３ 

問５ 
(例) コイルが半回転するごとに，電流の向きを逆

にしている。 
３ 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
6-

公-

愛
知
（
Ａ
）

-
K-0

4 □７  

問１  1.2 Ａ  

 
問２ イ  

問３ ア  

問４ オ  
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問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
5-

公-

滋
賀-K-

04 

□８  

問１ 大きな電流が流れないようにするため。 ５ 

 

問２ 
(例) 電流の向きはそのままで，磁石の極を上下逆

にする。 
５ 

問３  ４ Ω ５ 

問４ イ ４ 

問５ 

 

３ 

短いアルミパイプに流れる電流の大きさに電流が

磁界から受ける力の大きさは比例する。 
３ 
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理-16-公-山形-KS-07 

□１  問１ コイルを流れる電流の向きを，握りこんだ右手の人差し指から小指に見立てたとき，立てた親

指の向きが，コイルの内側での磁界の向きになる。コイルの外側では，コイルから出た磁力線が曲がり，

磁界の向きはコイルの内側とは反対向きになっている。 

問２ 図２は 440mA（0.44Ａ）の電流が流れたことを示している。よって，抵抗器Ａに加わる電圧は 

0.44〔Ａ〕×18〔Ω〕＝7.92〔Ｖ〕より，小数第２位を四捨五入すると 7.9Ｖとなる。 

問３ スイッチ１，２の両方を入れると，抵抗器Ａ，Ｂが並列につながった回路となるので，回路全体の

抵抗は小さくなり，回路に流れる電流は大きくなる。コイルに流れる電流が大きくなると，磁界は強

くなる。 

 

理-15-公-福島-KS-08 

□２  問１ 磁界は，電流が流れる向きに合わせて，右ねじを進めるとき右ねじを回す向きにできる。図４

では反時計回りに磁界が生じている。 

問２ コイルを，右手の親指以外の４本の指先が電流の流れる向きになるようにつかみ，親指を立てると，

立てた親指の向きが磁界の向きになる。コイルの中にあるＳでは，磁界は右から左に向かって生じて

おり，コイルの外側にあるＴでは，Ｓの向きとは逆向きの磁界が生じている。 

問３ 図５では５Ａの－端子につながれているので，1.2Ａの電流が流れたことが読み取れる。 

 よって抵抗は，オームの法則より，
 6.0〔Ⅴ〕

 1.2〔Ａ〕
＝5.0〔Ω〕 

問４ 電流は，電源装置の＋から－へと流れており，磁界は下から上に向かって生じているので，コイル

Ｚは磁石の内側に向かって振れる。 

問５ コイルに流れる電流が小さいほど，コイルの振れの大きさは小さくなる。流れる電流が小さくなる

のは，電熱線の抵抗が大きいときである。電熱線の直列つなぎと並列つなぎでは，直列つなぎのほう

が抵抗が大きい。以上のことから，エ→ア→ウ→イとなる。 

 

理-15-公-群馬-KS-06 

□３  問１ 磁界の内部でコイルを移動させると，コイル内部の磁界が変化してコイルに電圧が生じる。こ

の現象を電磁誘導といい，このときコイルに流れる電流を誘導電流という。 

問２ 誘導電流は，磁界の変化が速かったり，コイルの巻き数が多かったり，磁界が強かったりすると大き

くなる。実験２では，コイルＢが斜面の下に位置することから，コイルＡとコイルＢとでは，コイルＢ

のほうが台車が通過する速さは増す。したがって電圧は大きくなり，電圧の変化の時間は短くなる。 

問３ Ｎ極が近づくと＋，遠ざかると－になる。またＳ極が近づくと－，遠ざかると＋になる。 

 

理-14-公-東京-KS-06 

□４  問１ 電熱線を回路に入れると，回路の抵抗が大きくなることから，流れる電流は小さくなる。 

問２ コイルの上部で磁石が上下運動をしているとき，コイル付近に生じる磁界の変化の向きが繰り返し

反対になる。そのため生じる誘導電流の向きは絶えず逆向きになる。また，同じ巻き数のコイルを使

って誘導電流を大きくするためには，コイルをより密なものにすればよい。 

問３ 棒磁石は，上下運動をしていることから運動エネルギーをもっていることがわかる。この運動によ

って，コイルに誘導電流が生じていることから，運動エネルギーの一部が電気エネルギーに変化して

いると考えられる。このようにして棒磁石のもつ力学的エネルギーが減少していくため，棒磁石の動

きは時間とともに穏やかになる。また，誘導電流は電熱線を通過する際に一部が熱エネルギーへと変

換される。 
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理-15-公-神奈川-KS-05 

□５  問１ 抵抗器を並列につなぐと，抵抗は〔実験１〕の抵抗器が１つのときより小さくなるので，回路

に流れる電流は大きくなり，パイプが磁界から受ける力も大きくなる。 

問２ 重力Ｗを斜面に平行な方向と垂直な方向に分解する。パイプが磁界から受ける力の大きさは， 

 パイプが静止していることより，分解された斜面に平行な力であるので，
 ｂ 

ｃ
 Ｗ〔Ｎ〕 

問３ 反対向きに力がはたらくようにする。電流の向きは同じなので，Ｕ字型磁石の極を逆にすればよい。

また，パイプがＡ側の斜面に動くようにするには，電圧を大きくして，大きな力が生じるようにする。 

 

理-15-公-山梨-KS-04 

□６  問１ 磁界の向きは，電流が進んでいく方向から見て時計回りである。 

問２ 磁界のようすを表した線を磁力線という。 

問３ 電流がＣからＤの向きに流れているので，辺ＡＢではＡからＢに向かって電流が流れている。Ｕ形

磁石の位置を変えて図２と力の向きを同じにするには，電流の向きがＢからＡに向かうようにすれば

よい。また，Ｕ形磁石のＳ極を上にし，電流の向きをＡからＢにしても，力の向きは同じになる。 

問４ ばねののびとコイルに流した電流，ばねののびとばねに加えた力は比例しているので，コイルに流

した電流とばねに加えた力も比例する。ばねののびが２cm のとき，コイルに流した電流は 0.4Ａで，

ばねに加えた力は 0.01Ｎなので，力の大きさを xＮとすると， 

0.4〔Ａ〕：0.01〔Ｎ〕＝0.5〔Ａ〕：x〔Ｎ〕より，x＝0.0125〔Ｎ〕 

問５ 整流子は，コイルが半回転するごとに電流の向きを逆にして，コイルがつねに同じ方向に回転する

ようにしている。 

 

理-16-公-愛知（Ａ）-KS-04 

□７  問１ 電流計の５Ａの端子を使っているから，最小目盛りは 0.1Ａで 5.0Ａまで測定できる。この電流

の大きさは 1.2Ａである。 

問２ 電流の流れる向きは〔実験１〕と同じ図１のＰの方向，エナメル線の下に磁石があるから，磁界の

向きはエナメル線の下から上の方向であるから，〔実験１〕の図１と磁界の向きと逆になる。〔実験１〕

と電流の向きは同じだが磁界の向きが逆なので，コイルは，〔実験１〕の図１と逆のＴの方向に動く。

また，磁界の強さは電流の大きさが大きいほど強くなる。 

問３ 〔実験３〕では，電磁誘導により誘導電流を生じさせる実験である。棒磁石の動きは〔実験３〕の

②と逆になるので，磁界の向きが②と逆になり，検流計の針は②と逆の＋側に振れる。棒磁石の動き

は②より速い動きなので磁界の変化は大きく，生じる誘導電流は②より大きくなるから，検流計は②

より大きく振れる。 

問４ エナメル線を流れる電流の流れる向きは，〔実験１〕と同じ図１のＰの方向に流れ，エナメル線に電

流を流したとき，方位磁針Ａの位置での磁界の向きは東から西へ向かう向き，方位磁針Ｂの位置での

磁界の向きは西から東へ向かう向きである。したがって，方位磁針Ａと方位磁針Ｂが指す向きはオの

ように，方位磁針Ａは北から少し西に傾いた向き，方位磁針Ｂは北から少し東に傾いた向きになる。 
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□８  問１ 抵抗には，流れる電流の大きさを小さくするはたらきがある。抵抗を使わないと，回路に大き

な電流が流れて発熱することがあり，危険である。 

問２ コイルの動く向きを逆にするには，電流の向きを変える，磁石の極を逆にする，コイルを巻く向き

を逆にする，などがある。 

問３ 表より，4.0Ｖで 1.0Ａの電流が流れることから，
 4.0〔Ｖ〕

 1.0〔Ａ〕
＝４〔Ω〕 

問４ 電子てんびんでは，そのときのおもりにはたらく重力の大きさを測ることができる。実験２で電子

てんびんの値が変化していることから，重力の大きさが変化している。すなわち，電子てんびんの値
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を測定することで，おもりにはたらく垂直抗力の大きさを求めることができる。 

問５ 表と問４より，垂直抗力の大きさは電流が磁界から受ける力と考えられる。電流が 1.0Ａのときは

電子てんびんの値が 0.4ｇ減少していることから，電流が磁界から受ける力は 0.004Ｎ 同様に，2.0

Ａのときは 0.008Ｎ，3.0Ａのときは 0.012Ｎと求められるので，それをグラフにする。 


